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１． はじめに 

今まで河川流域では，観測点のみでしか降水は計測

されてきていない．つまり，観測点でのみ確率降水量

を算出してきた．そこで，観測点のない地点で確率降

水量を推定する必要性があり，観測点のない地点にお

いても推定することにより，今までよりも信頼性のあ

る確率降水量の算定ができると考えられる．このよう

な背景のもと，本稿では長野県の等降水線図１）の作成

手法について提案するものである． 
２． 対象データ 
 対象データとして，図－１に示す長野県内の気象庁

降雨観測所３２地点における年降水量，月降水量・季

節降水量，年最大日降水量データを使用した．データ

は，それぞれ２００５年からさかのぼって２５年間以

上あるものを使用した． 
 また，長野県内の等降水線図の信頼性を少しでもあ

げるために，長野県を取り囲む８県２５地点データも

同様に使用した．                                               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 長野県降雨観測所地点図 

３． 作成方法 
３．１ 年降水量 
 年降水量が従う分布は正規分布で，確率密度関数は

式（１）で与えられる． 
 ＜正規分布の確率密度関数＞ 
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計算は，変量を０から１ｍｍ間隔で部分区間に区切

り，各区間の )(xp を算出し，算出した )(xp を使って，

区間ごとに台形面積を求める．そして，台形面積を足

し合わせた時に，要求される非超過確率を超える直前

の変量 TX を，求める非超過確率降水量 TX とする．最後

に，この算出した確率降水量 TX と等高水線図作成ソフ

ト SurferⓇ８2)を用いて，等降水線図を作成した． 
図－２は，確率降水量 TX の算出方法の簡略図である．
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図－２ 確率降水量 TX の算出方法の簡略図 
３．２ 月降水量・季節降水量 
 月降水量・季節降水量が従う分布は，対数正規分布

で，確率密度関数は式（２）で表わされる． 
 ＜対数正規分布の確率密度関数＞ 
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 確率降水量 TX の算出過程と等降水線図の作成手

順は，年降水量と同様の考え方である． 
３．３ 年最大日降水量  
 年最大日降水量の確率降水量 TX は，グンベル分布

の与える式（３）で表わされるので，これを使用する． 
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（a：尺度母数，b：位置母数 Ｔ：確率年）       
 等降水線図の作成手順は，年降水量と月降水量・季

節降水量と同様である． 
４．結果と考察 
 渇水についての年降水量・月降水量・季節降水量に

関しては，非超過確率年を T=5,10,20,30 年とした．洪

水についての年最大日降水量は，超過確率年を

T=30,50,100 年とした．考察に関しては，ページの都

合上，月降水量（T=10 年），年最大日降水量（T=100
年）に関してのみとする． 
 月降水量は７月について考察する． 
７月の月降水量は，長野県の観測地点では，60mm

～270ｍｍぐらいを示す結果となった．特徴としては，

御嶽山付近では，200ｍｍを超える値を示しており，

長野県内では比較的大きな値を示した．他の地点を見

てみると，60ｍｍ～100ｍｍぐらいの値を示す結果と

なった．その中でも中部の辺りは，県内の中では 70mm
～90mm ぐらいと低い値を示す地点が多かった．図－

３は，月降水量（７月）の等降水線図である． 
年最大日降水量は，長野県の観測地点では，125mm

～315ｍｍぐらいを示す結果となった．特徴としては，

中部の東側から南部にかけて，240mm～320mm と県

内の中では比較的高い値を示した．特に，浪合，阿南

付近は 300mm を越える値となった．他の地点を見て

みると，140mm～240mm ぐらいの値を示すこととな

った．その中でも北部と中部は，140mm～180mm ぐ

らいと県内の中では低い値を示す結果が得られた．図

－４は，年最大日降水量の等降水線図である． 
５．あとがき 
本研究では，長野県内と長野県を取り囲む８県２５

地点の観測地点におけるデータを使い，等降水線図を

作成してきた．しかしながら，使用した観測点のデー

タ数に違いがあり，そのような観測点データを同じよ

うに扱っていいのかということと，今後は渇水被害や

洪水被害が，過去に起きていたり，近年に起きている

ような県や地方に絞った上での等降水線図の作成をし，

治水・利水計画に役立てることができるのが好ましよ

うに考えられる． 
                          

 
   図－３ 月降水量（７月）の等降水線図 

 
   図－４ 年最大日降水量の等降水線図 
 
 
＜参考文献＞ 
１）長野県河川課：長野県内の降雨確率，1975． 

 ２）Golden Software，Inc．： SurferⓇ８． 

土木学会中部支部研究発表会 (2007.3)II-034

-166-


